
no.133
M

inistry of Land,Infrastructure,Transport and Tourism

2015.
8

9
平

成
27

年
7

月
発

行（
隔

月
発

行
）

編
集

発
行

：
国

土
交

通
省

大
臣

官
房

広
報

課
　

〒
100-8918 東

京
都

千
代

田
区

霞
が

関
2-1-3  TEL.03-5253-8111（

代
表

）  編
集

協
力

：
株

式
会

社
文

化
工

房
印

刷
：

株
式

会
社

白
橋

本
誌

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
 http

://w
w

w
.m

lit.g
o

.jp
/p

ag
e/ko

uho
ushi.htm

l
ISSN

 1346-7107

第1校

Ministry of Land,Infrastructure,Transport and Tourism

no.133
2015. 8 9

業務密着ルポシリーズ
現場力
関東地方整備局
営繕部
シリーズ 探訪・探究
訪れたいまち

和歌山県
和歌山市

ス
ト
ッ
ク
効
果

 

特
集



0303

 特集

ストック効果
これからの社会資本整備

「ストック効果」という言葉をご存知でしょうか。聞いたことがないという方のほうが多いかもし
れません。道路や上下水道、公園、鉄道など、公共の利益のためにつくられたものを「社会資本
（＝インフラ）」と呼びます。社会資本は一度つくれば、適切に維持管理することで、その役割や
機能は続いていきます。また、これまでつくったものに追加して整備すれば社会資本として蓄積
していきます。このように、整備により蓄積された社会資本が「ストック」、その整備された社会
資本が機能して、効率性や生産性などが向上していく効果が「ストック効果」です。
ストック効果とは具体的にどのようなものなのか、その活用は私たちの生活をどう変えるのか。
さまざまな事例を通じて考えてみましょう。

港湾のストック効果とは？

河川整備のストック効果とは？
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ストック効果
これからの
社会資本整備
中央環状線全線開通により
首都高都心部における
交通量5％減・渋滞5割減

世界最大級の地下河川で
まちを豊かにする
ストック効果の好循環

社会資本の蓄積が
暮らしと経済を支えている

ストック効果を
これからの日本社会で
どう活用していくべきか

業務密着 ルポシリーズ File.34
現場力
関東地方整備局
営繕部

教えて！ ヒストリー vol.2
霞が関地区と官庁営繕部
シリーズ探訪・探究
訪れたいまち 第32回
和歌山県和歌山市

特別編 海の駅
かすみがうら（茨城県）
みえ・かわげ（三重県）

MLIT体験レポート 
首都圏外郭放水路
（ゲスト・竹田芳幸さん）

mlit navi

表紙より
首都圏外郭放水路（埼玉県）
世界最大級の人工地下河川と言われる施設
内部（調圧水槽）。詳しくは6ページおよび22
ページをご覧ください。

本誌の掲載文で、意見を述べた部分について
は、執筆者の個人的見解であることをお断りい
たします。また、本文記載記事の無断転載を禁
じます。

道路のストック効果とは？

空港のストック効果とは？

鉄道のストック効果とは？
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が
生
ま
れ
ま
し
た
。

従
来
、
新
宿
（
西
新
宿
J
C
T
）
か
ら

羽
田
空
港
（
空
港
中
央
）
ま
で
の
混
雑
時
の

所
要
時
間
は
平
均
40
分
で
し
た
。
こ
れ
が
中

央
環
状
線
を
利
用
す
る
こ
と
で
平
均
19
分

に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
所
要
時
間
の
ば
ら
つ
き
が

大
幅
に
減
り
、「
定
時
性
」
も
向
上
し
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
羽
田
空
港
へ
の
定
期
路
線
バ
ス

を
走
ら
せ
る
東
京
空
港
交
通
株
式
会
社
。
山

手
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
伴
い
、
新
宿
駅
西
口

か
ら
羽
田
空
港
ま
で
の
ダ
イ
ヤ
が
混
雑
時
で

最
大
15
分
短
縮
し
た
ダ
イ
ヤ
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

物
流
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
る
国
際
標

準
コ
ン
テ
ナ
に
は
規
格
の
サ
イ
ズ
が
あ
り
、

高
さ
の
制
限
か
ら
通
行
で
き
る
ル
ー
ト
が
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新
た
に
完
成
し
た
山
手

ト
ン
ネ
ル
は
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
（
背
高

4
・
1
m
）
が
通
れ
る
充
分
な
高
さ
が
あ
り
、

高
速
道
路
を
使
っ
て
の
輸
送
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
す
。
ま
た
、
開
通
後
は
、「
到
着
時

間
が
短
縮
さ
れ
、
到
着
時
間
の
予
測
も
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
」（
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会

社
）
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

観
光
事
業
に
も
効
果

中
央
環
状
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、
も
う
一

つ
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
観
光
の
活
性
化
で

す
。
例
え
ば
、は
と
バ
ス
株
式
会
社
か
ら
は
、

「
浅
草
、
お
台
場
、
明
治
神
宮
と
い
っ
た
都

内
の
観
光
地
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
場
合
、

山
手
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
す
る
ル
ー
ト
に
変
更

す
れ
ば
臨
海
部
に
位
置
す
る
お
台
場
か
ら
明

治
神
宮
へ
の
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

観
光
地
で
の
滞
在
時
間
が
増
え
、
ツ
ア
ー
の

満
足
度
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま

す
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
都
心
と
房
総
半
島
を
結
ぶ
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
向
上
し
ま
し
た
。
八

王
子
や
立
川
な
ど
東
京
の
西
側
か
ら
も
、
房

総
半
島
へ
の
観
光
が
し
や
す
く
な
っ
た
の
で
す
。

「
こ
う
い
っ
た
効
果
は
首
都
高
速
上
の
み
で

発
現
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

加
藤
さ
ん
。「
こ
れ
ま
で
都
心
環
状
線
と
い

う
高
速
道
路
を
使
っ
て
い
た
方
に
は
、
中
央

環
状
線
全
線
開
通
に
よ
っ
て
直
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
一
方
で
、
並
行
す

る
山
手
通
り
や
環
七
通
り
か
ら
中
央
環
状
線

へ
の
交
通
転
換
が
図
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、

混
雑
し
て
い
る
時
間
帯
で
の
所
要
時
間
が
山

手
通
り
で
約
3
割
、
環
七
通
り
で
約
1
割
短

縮
さ
れ
、
周
辺
一
般
道
路
の
混
雑
緩
和
に
も

寄
与
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
道
路
を

使
っ
て
い
た
方
に
と
っ
て
も
、
間
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

人
と
物
を
運
ぶ
以
外
の
価
値
も

中
央
環
状
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
ア
ク

セ
ス
性
や
定
時
性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
物
流

の
効
率
化
や
観
光
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
な

ど
道
路
整
備
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ッ
ク

効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

さ
ら
に
、
人
や
物
を
運
ぶ
以
外
の
価
値
を
高

速
道
路
に
付
加
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
開
通
し
た
山
手
ト
ン
ネ
ル
の
大
橋

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
目
黒
区
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
在
来
の
高
速
道
路
と
を
つ
な
ぐ

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
建
設
に
お
い
て
は
、
周
辺

の
再
開
発
と
と
も
に
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
屋
上

は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
周
辺
住
民
が
憩

う
公
共
空
間
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
都
心
で
は
高
速
道
路
を
建
設
で
き
る
用
地

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

も
限
ら
れ
た
可
能
性
の
中
で
知
恵
を
絞
っ
た

結
果
と
し
て
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
大

橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
、
今
後
は
人
や
物
を
運
ぶ
以
外
の
価
値

も
高
速
道
路
に
付
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
加
藤
さ
ん
）

高
速
道
路
網
は
、
首
都
圏
の
人
と
物
の
流

れ
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
で

す
。
そ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
こ
と
は

こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。

大橋ジャンクションの屋上
は緑地化され、目黒区が
公園整備を行っている。ま
た、大橋ジャンクションの
換気所屋上には、首都高
速道路株式会社が広さ
100m2の田んぼを整備
し、地元小学生の稲作体
験が実施されている。

※肩書きは取材当時のものです
05

中央環状線の全線開通による
さまざまな効果
● 産業の経済効率向上
渋滞が緩和し、輸送や交通事業の経済効率が向上。
● 国際的な物流の強化
国際標準コンテナ車（背高4.1m）が通過できる経路が拡大。
● 観光の収益拡大
移動時間が短縮され、観光地に滞在できる時間や立ち寄る
観光地が増加。
● 環境改善
渋滞緩和により、CO2排出量を大きく改善。
● 災害時の経路に柔軟性
災害時など突発的な通行止発生時に迂回できる経路が増加。

首都高速道路株式会社
計画・環境部
計画調整課長
加藤浩樹さん

ストック効果
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中
央
環
状
線
全
線
開
通
に
よ
り

首
都
高
都
心
部
に
お
け
る

交
通
量
5
％
減・渋
滞
5
割
減

今
年
3
月
に
中
央
環
状
線
の「
環
」が
完
成
し
た
こ
と
で
、

首
都
高
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、所
要
時
間
が
短
く
な
っ
た
り
、時
間
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

経
済
活
動
の
効
率
化
に
も
役
立
つ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

都
心
に
集
中
す
る

交
通
の
分
散
が
図
ら
れ

渋
滞
損
失
時
間
が
大
幅
に
減
少

首
都
圏
で
は
、
東
京
都
心
を
中
心
に
円
を

描
く
よ
う
に
高
速
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
首
都
圏
3
環
状
道
路
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
高
速
道
路
の
整
備
は
、
都
心
か

ら
各
方
面
へ
と
放
射
線
状
に
伸
び
る
高
速
道

路
を
リ
ン
グ
状
に
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
高
め
つ
つ
、

都
心
で
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
3
環
状
道
路
に
は
、内
側
か
ら「
中

央
環
状
線
」「
外
環
道
（
東
京
外
か
く
環
状

道
路
）」「
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動

車
道
）」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
中
央

環
状
線
で
は
、
平
成
27
年
3
月
7
日
に
大
橋

と
大
井
の
両
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
結
ぶ
山
手

ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
全
線
開
通
と
な
り
ま

し
た
。
建
設
を
進
め
て
き
た
首
都
高
速
道
路

株
式
会
社
の
計
画
・
環
境
部
計
画
調
整
課
長

の
加
藤
浩
樹
さ
ん
は
中
央
環
状
線
の
直
接
的

な
効
果
に
つ
い
て
こ
う
説
明
し
ま
す
。

「
ま
ず
は
、
都
心
で
の
渋
滞
緩
和
で
す
。

全
線
開
通
し
て
か
ら
1
カ
月
後
の
調
査
で

は
、
中
央
環
状
線
内
側
に
お
い
て
、
利
用

交
通
量
が
約
5
％
減
少
し
、
交
通
渋
滞
に

よ
る
損
失
時
間
が
約
5
割
減
少
し
た
と
い

う
結
果
が
出
ま
し
た
。
こ
の
減
少
時
間
は
約

1
万
2
0
0
0
人
分
の
労
働
力
に
値
す
る

も
の
と
推
計
さ
れ
、
生
産
性
の
大
幅
な
向
上

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
」

輸
送
や
交
通
の
メ
リ
ッ
ト

ま
た
、
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
中
央
環
状
線
を
利
用
し
な
が
ら
人
や
物

を
運
ぶ
交
通
や
物
流
の
事
業
者
に
メ
リ
ッ
ト

今年3月に全線開通した中央環状線で、3号渋谷線との接続部である大橋ジャ
ンクションの空撮写真。中央環状線の「環」が完成したことで、中央環状線の利
便性は大きく向上。また写真のように、高速道路施設の屋上エリアを公園として
公共空間にするなど数々の新しい試みも注目されている。

大橋JCT

山手トンネル
大井JCT
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水
害
の
減
少
を
起
爆
剤
に

さ
ら
に
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
の
完
成
に
よ
っ
て
春

日
部
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
い
に
高
ま
り

ま
し
た
。
大
切
な
の
は
行
政
自
ら
が
そ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ
と
高
め
て
い
く
こ
と
で

す
」
と
石
川
市
長
。

ま
ず
、
企
業
の
進
出
が
加
速
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
国
道
4
号
バ
イ
パ
ス
と
国
道

1６
号
が
交
差
す
る
庄
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

と
外
環
道
を
結
ぶ
「
東
埼
玉
道
路
」
建
設
を
、

市
が
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
主
要
駅
で
あ
る
東
武
鉄
道
春
日
部

駅
の
「
連
続
立
体
交
差
事
業
」
も
促
進
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
春
日
部
駅
は
東
西
を
連
絡

す
る
通
路
が
な
く
、
鉄
道
と
駅
が
周
辺
地
域

を
分
断
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
放
水
路

完
成
後
に
高
ま
っ
た
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を

さ
ら
に
広
げ
て
い
く
に
は
、
東
西
の
交
通
を

円
滑
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
の
事
業
と
し
て
は
、「
新
・
春
日
部
市

立
病
院
」
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
の
現
場
は
、
駅
か
ら
も
近
い
市
役
所
に

隣
接
す
る
場
所
で
す
。こ
の
エ
リ
ア
は
従
来
、

道
路
冠
水
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
が
、
安
全

性
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
新
し
い
市
立
病
院

の
用
地
と
し
て
の
活
用
が
可
能
に
な
っ
た
の

で
す
。
新
病
院
は
「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
」
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
春
日
部
市
の
み

な
ら
ず
周
辺
地
域
に
と
っ
て
も
重
要
な
医
療

拠
点
に
な
る
予
定
で
す
。

「
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
国
や
県
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
な
く
、
共

に
考
え
、
力
を
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
建
設
に
必
要
な
用
地
の
取
得
で
も
、
市

自
ら
が
積
極
的
に
行
動
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
石
川
市
長
は
熱
く
語
り
ま
し
た
。

「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が

ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る

水
害
対
策
が
強
化
さ
れ
、
そ
の
事
実
を
積

極
的
に
伝
え
て
き
た
こ
と
で
新
し
い
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
次
々
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
「
古ふ

る
と
ね

利
根
公
園
橋
と
水
辺
の

デ
ッ
キ
」の
整
備
で
す
。
古
利
根
公
園
橋
は
、

市
の
特
産
品
で
あ
る
麦
わ
ら
帽
子
が
モ
チ
ー

フ
の
橋
と
公
園
を
一
体
化
し
た
施
設
。
夏
に

は
「
夕
涼
み
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、ス
ペ
ー

ス
を
民
間
事
業
者
に
商
業
利
用
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

「
春
日
部
市
に
は
元
々
素
晴
ら
し
い
魅
力
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
首
都
圏
外
郭
放
水
路

で
防
災
能
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
川
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
上
が
っ
た
の
で
す
」。
石
川
市
長
は
、
行

政
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
効
果
を
積
極
的
に
外

部
に
伝
え
な
が
ら
、
好
循
環
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
強
調
し
ま
す
。

「
そ
の
た
め
に
は
伝
え
方
も
大
切
で
す
。
情
報

を
た
だ
出
せ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
努
力
が
必
要
。
き
ち
ん
と
伝
わ
っ

た
か
、
市
民
や
企
業
の
反
応
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
今
後
も
市
民
や
民
間
企

業
、
県
や
国
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が

ら
、も
っ
と
魅
力
的
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」

と
市
長
の
熱
意
あ
る
言
葉
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

春
日
部
市
は
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
と
社
会
資
本

の
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

株式会社玉俊工業所の肥田正雄さん。放水路に関する情
報は地元の方から聞いたという。市の熱心なPRの成果と
言えるだろう。

今
後
の
発
展
に
も
期
待

株
式
会
社
玉
俊
工
業
所

大
手
ス
ー
パ
ー
・
百
貨
店
な
ど
で
展

示
や
陳
列
に
使
う
什
器
を
販
売
し
て
い
る

株
式
会
社
玉
俊
工
業
所
は
、
平
成
19
年

12
月
に
、
東
京
都
江
東
区
新
木
場
か
ら

春
日
部
市
下
柳
に
物
流
セ
ン
タ
ー
を
移

転
し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
都
内
を
通

過
せ
ず
に
主
要
な
高
速
道
路
へ
ア
ク
セ
ス

で
き
る
候
補
地
が
複
数
あ
り
ま
し
た
が
、

首
都
圏
外
郭
放
水
路
の
情
報
な
ど
も
踏

ま
え
、
こ
の
地
に
決
め
ま
し
た
。

春
日
部
物
流
セ
ン
タ
ー
所
長
の
肥
田
正

雄
さ
ん
は
、
「
移
転
し
た
時
は
何
も
な
い

場
所
で
し
た
が
、
弊
社
の
後
に
続
く
よ

う
に
数
多
く
の
企
業
が
進
出
し
ま
し
た
。

一
昨
年
に
は
目
の
前
に
大
型
の
商
業
施

設
も
完
成
し
、
従
業
員
の
利
便
性
も
向

上
。
今
後
も
こ
の
エ
リ
ア
が
発
展
し
て
い

く
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

江戸川河川敷での大凧あげ祭りの様子。石川市長は、「放水路ができたことで、
市民の川に対する見方は、怖い存在から親しみある憩いの場に変わりました」と
表情を和ませる。企業も参加するようになり、規模の大きな凧が増えて祭りは
いっそう盛り上がりを見せている。

積極的な情報発信によっ
て、住民の増加、産業の
活性化が起きると、そこ
から新しい活動や需要
も生まれ、好循環につな
がっていく。

江戸川 春日部市

水害の心配が
ぐっと減りました！

● 市民の安心
● 川への親しみ

● 企業の進出
● 不動産投資

市内 市外

ストック効果
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世
界
最
大
級
の
地
下
河
川
で

ま
ち
を
豊
か
に
す
る

ス
ト
ッ
ク
効
果
の
好
循
環

防
災
・
減
災
も
大
切
な
社
会
資
本
整
備
の
一
つ
で
す
。

首
都
圏
外
郭
放
水
路
は
、中
川
・
綾
瀬
川
流
域
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
治
水
施
設
で
す
。

春
日
部
市
は
そ
の
能
力
を
P
R
し
な
が
ら
企
業
の
誘
致
、福
祉
の
向
上
、ま
ち
の
活
性
化
ま
で
、

次
々
と
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

水
害
を
大
き
く
減
ら
し
た

首
都
圏
外
郭
放
水
路

埼
玉
県
の
東
部
に
位
置
す
る
春
日
部
市

は
、
か
つ
て
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
地
域
で
し
た
。
周
辺
に
は
江
戸
川
や
利
根

川
、
荒
川
が
流
れ
て
お
り
、
市
域
に
は
大お

お
お
と
し落

古ふ
る
と
ね
が
わ

利
根
川
や
中
川
を
は
じ
め
多
数
の
河
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。
石
川
良
三
春
日
部
市
長
は

「
こ
の
流
域
は
海
抜
が
低
く
、
お
皿
の
底
の

よ
う
に
水
が
た
ま
り
や
す
い
地
形
で
す
。
戦

後
に
水
田
地
帯
が
宅
地
開
発
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
台
風
や
大
雨
が
発
生
す
る
と
、
広
い

地
域
で
冠
水
が
生
じ
て
い
ま
し
た
」
と
語
り

ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ

た
の
が
、「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
」。
平
成
1８

年
に
完
成
し
た
こ
の
放
水
路
は
、
春
日
部
市

を
東
西
に
走
る
国
道
1６
号
の
地
下
約
50 

m
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
増
水
し
た
河
川
の
水
を

取
り
込
み
、
地
下
の
放
水
路
を
通
じ
て
江
戸

川
に
排
出
し
ま
す
。
こ
の
放
水
路
の
完
成
に

よ
っ
て
浸
水
被
害
は
大
き
く
軽
減
し
ま
し
た
。

「
水
害
に
強
い
ま
ち
」に
企
業
が
進
出

首
都
圏
外
郭
放
水
路
が
完
成
す
る
と
、
民

間
の
集
合
住
宅
の
建
設
が
増
加
し
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
に
あ
る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
の

ほ
と
ん
ど
は
、
放
水
路
の
完
成
後
に
竣
工
し

た
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。
整
備
前
と
比
べ
る

と
着
工
件
数
は
約
2
・
8
倍
に
増
加
。
春
日

部
市
で
は
東
洋
一
の
マ
ン
モ
ス
団
地
と
呼
ば

れ
た
武
里
団
地
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
核

家
族
化
な
ど
に
よ
り
住
民
が
約
1
万
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
民
間
の
大
型
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
市
の
人
口
減

少
傾
向
は
改
善
し
、
横
ば
い
状
態
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
効
果
は
、
企
業
の
進

出
で
す
。
春
日
部
市
で
は
国
道
4
号
バ
イ
パ

ス
と
国
道
1６
号
が
交
差
し
て
い
て
、
首
都
圏

と
各
方
面
と
を
結
ぶ
物
流
の
拠
点
と
し
て
非

常
に
適
し
た
立
地
な
の
で
す
が
、
水
害
の
発

生
は
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
と
な
る

た
め
、進
出
を
阻
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

放
水
路
完
成
後
は
、
春
日
部
市
で
も
「
水
害

に
強
い
ま
ち
」
を
積
極
的
に
広
報
し
、
現
在

ま
で
に
2８
件
の
企
業
が
進
出
し
ま
し
た
。
平

成
25
年
に
は
大
型
商
業
施
設
も
開
業
し
、
地

域
住
民
の
利
便
性
も
向
上
。
2８
社
の
総
従
業

員
数
は
約
3
2
0
0
名
に
及
び
、
地
元
で

の
雇
用
創
出
、
市
の
財
政
に
も
波
及
効
果
が

あ
り
ま
す
。
企
業
の
進
出
は
、
現
在
も
続
い

て
い
ま
す
。

お皿の底のようにくぼんだ地形に春日部市があ
り、首都圏外郭放水路はその地下を走る。写真
は地下を通るトンネルの内部。

埼玉県春日部市の石川良三市長。背後は建設中の新・春日部市立病院。

江戸川
春日部市
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環
境
改
善
は
、

ま
ち
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、

観
光
を
増
進
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

昭
和
40
年
代
に
深
刻
な
水
質
汚
濁
が
進
ん
だ
島
根
県
松

江
市
の
堀
川
は
、
平
成
8
年
か
ら
宍
道
湖
の
水
を
導
い

て
川
の
水
質
改
善
を
開
始
。
平
成
9
年
に
は
遊
覧
船
が

就
航
す
る
ほ
ど
の
清
ら
か
さ
を
取
り
戻
し
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
定
着
。
船
頭
を
地
域
の
高
齢
者
が
行
う
な
ど

雇
用
対
策
に
も
貢
献
し
た
。

水
質
改
善
で
観
光
客
数
の
増
加
と

高
齢
者
の
雇
用
拡
大

港湾

河川

河
川
の
安
全
が
高
ま
る
と

住
民
の
安
心
だ
け
で
な
く
、

企
業
進
出
が

進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

洪
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
た
熊
本
県
嘉
島
町
の
加

勢
川
で
は
、
平
成
11
年
に
堤
防
が
完
成
し
て
以
来
、

浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
な
い
。
安
全
性
が
大
き

く
向
上
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
商
工
業
団
地

が
進
出
し
た
。
平
成
11
年
か
ら
現
在
ま
で
に
、
地

域
の
商
業
事
業
所
は
2
倍
、
第
3
次
産
業
の
従
業

者
は
4
倍
に
伸
び
て
い
る
。

堤
防
の
整
備
と
ま
ち
の
活
性
化

ストック効果

港
湾
と
港
湾
へ
の

経
路
整
備
が
産
業
を
活
性
化

宮
崎
県
日
向
市
で
は
細
島
港
の
岸
壁
整
備
や

東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、大
手
製
材

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
中
国
木
材
株
式
会
社
が
進

出
。
地
域
の
木
材
を
輸
出
す
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

に
よ
り
、木
材
の
輸
出
量
・
最
大
価
格
と
も
に

約
2
倍
に
伸
び
、地
域
の
林
業
再
生
と
雇
用
増

加
に
つ
な
が
っ
た
。

港
湾
整
備
は
物
流
の
効
率
化
を
図
り
、

新
た
な
企
業
活
動
の
場
の

提
供
に
つ
な
が
り
ま
す
。

08

社
会
資
本
の
蓄
積
が

暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
て
い
る

　ま
ち
に
は
た
く
さ
ん
の
社
会
資
本
が
あ
り

ま
す
。
道
路
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
堤
防
、
港

湾
、
鉄
道
、
空
港
、
上
下
水
道
な
ど
、
私
た

ち
の
毎
日
の
安
全
や
生
産
活
動
は
、
多
数
の

社
会
資
本
の
蓄
積
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　高
速
道
路
や
放
水
路
で
は
、
そ
の
本
来
の

役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
関
連
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。

道
路
は
移
動
時
間
を
短
縮
し
、

人
と
物
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て

多
様
な
効
果
が
生
じ
ま
す
。

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の

整
備
を
見
込
ん
で
、航
空
機
内

装
品
の
世
界
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
株
式
会
社
新
潟
ジ
ャ
ム

コ
が
新
潟
県
村
上
市
に
進
出
。

地
元
で
の
雇
用
が
大
幅
に
増
加

し
た
。 雇

用
の
拡
大

鉄
道
の
整
備
は
、地
域
の
人
の

交
流
を
大
き
く
促
し
、

ま
ち
の
経
済
や
生
産
性
を
高
め
る

チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
開
通
を
契
機
に
、富
山

県
黒
部
市
に
生
産
拠
点
を
持
っ
て
い
た

Y
K
K
株
式
会
社
は
、さ
ら
に
本
社
機

能
の
一
部
を
東
京
都
か
ら
黒
部
市
に
移

転
。
市
と
も
協
力
し
て
、自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
居
住
地
区「
パ
ッ
シ

ブ
タ
ウ
ン
」を
建
設
す
る
な
ど
、大
規
模

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

　こ
の
よ
う
な
関
連
し
た
効
果
は
、
必
ず
し

も
計
画
・
整
備
の
段
階
で
予
定
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
渋
滞
の
緩
和
や
経
路
の
利
便
性
が
重
視

さ
れ
ま
す
。

　し
か
し
、
社
会
資
本
は
さ
ま
ざ
ま
に
利
用

で
き
る
と
い
う
視
点
を
つ
く
る
側
・
使
う
側

の
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
こ
と
で
、
そ
の
効

果
を
さ
ら
に
引
き
出
し
、
暮
ら
し
を
豊
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　あ
な
た
の
ま
ち
の
社
会
資
本
は
、
ど
ん
な

活
用
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

道路

空港

鉄道 空
港
の
運
用
方
法
見
直
し
で

発
着
枠
の
拡
大

羽
田
空
港
で
は
現
在
、飛
行
経
路
の
見
直
し
な

ど
を
進
め
て
い
る
。滑
走
路
上
の
競
合
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
し
、飛
行
経
路
を
見
直
す
こ
と
で
、

新
し
い
滑
走
路
を
整
備
す
る
こ
と
な
く
、年
間
で

約
4
万
回
の
発
着
枠
を
拡
大
で
き
る
見
通
し
。

す
で
に
あ
る
も
の
を

賢
く
使
っ
て

ス
ト
ッ
ク
効
果
を

伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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に
な
っ
た
と
考
え
て
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
よ
り
は
っ
き
り
と
社
会
資
本
の
効

果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

—

そ
れ
で
は
現
在
の
よ
う
な
公
共
投
資
を
続

け
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
そ
う
い
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
も
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費

の
増
大
や
累
積
す
る
財
政
赤
字
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
の
よ
う
な
水
準
で
公
共
投
資
へ
の
資

金
を
準
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
資
本
は
永
遠
に
存
在

し
続
け
る
も
の
で
は
な
く
、
時
間
が
た
て
ば

老
朽
化
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
ク
効
果
は
徐
々
に

失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

現
在
あ
る
道
路
や
橋
、
水
道
や
下
水
道
な

ど
の
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
（
社
会
資
本
）
は
高

度
成
長
期
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

寿
命
と
考
え
ら
れ
て
い
る
50
年
の
節
目
が
訪

れ
て
き
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
今
後
、
更
新

の
費
用
が
増
加
す
る
と
心
配
さ
れ
て
お
り
、 

国
土
交
通
省
の
推
計
で
は
、
2
0
1
3
年

度
に
約
3
・
6
兆
円
あ
っ
た
維
持
管
理
・
更

新
費
が
、
10
年
後
に
は
約
4
・
3
～
5
・
1

兆
円
に
跳
ね
上
が
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
今
の
日
本
の
財
政
状
況
で
は
、

過
去
と
同
水
準
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
余

裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
も
の
を
ど
う
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
か
、
企
業
の
生
産
性
を
効

果
的
に
向
上
さ
せ
、
日
本
経
済
全
体
を
う
ま

く
底
上
げ
す
る
よ
う
な
公
共
投
資
を
行
う
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
に
適
し
た

社
会
資
本
の
整
備
の
仕
方
と
は

ち
ょ
う
ど
８0
～
90
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
社
会
資
本
整
備
は
現
在
の
日
本
に
お
け

る
社
会
資
本
整
備
と
同
じ
よ
う
な
課
題
に
直

面
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
70
年
代
の

ア
メ
リ
カ
で
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
補
修
費
用
が
削
ら
れ
、
そ
の
結
果

と
端
的
に
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
高
速

道
路
の
橋
が
落
ち
る
よ
う
な
事
故
が
続
発
し

ま
し
た
。
加
え
て
、
労
働
生
産
性
（
国
民
1
人

当
り
の
G
D
P
）
の
伸
び
率
も
鈍
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
社
会
資
本
が
朽
ち
た
た
め
に
、
労
働

生
産
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
説
が

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
教
訓
を
踏
ま
え

て
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
日
本
で
起
き
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
「
選
択
と
集
中
」
と

い
う
こ
と
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

—

「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
の
は
、
具
体
的

に
言
う
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

ス
ト
ッ
ク
効
果
を
考
え
て
、
投
資
す
る
だ

け
の
正
当
性
が
あ
る
も
の
を
選
び
、
そ
れ
に

資
金
を
集
中
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現

在
日
本
の
人
口
は
1
億
3
千
万
人
近
く
い
ま

す
が
、
2
0
6
0
年
に
は
1
億
人
を
切
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
化
率
も
非
常
に
高

く
、
生
産
年
齢
人
口
が
今
後
50
年
で
半
減
し

て
し
ま
う
と
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

全
国
津
々
浦
々
に
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
こ

と
が
無
理
な
こ
と
は
自
明
の
理
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
考
え
ら
れ
て
い
る

の
が
、
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
で
す
。
人
の

移
住
を
誘
導
し
、
イ
ン
フ
ラ
が
カ
バ
ー
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
を
縮
小
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
す
。
例
え
ば
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
た
施
設
を
計
画
的
に
作
り
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
を
集
中

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
問
題
に
も
高
齢
化
社
会
に
も
う
ま
く
適
応

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
域
の
中
で
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
空
間
を
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

か
、
国
や
自
治
体
が
向
き
あ
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
は
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

選択と集中
一定の投資に対するストック効果向上は、
地域の生産性や地価の向上などから測定
できる。投資額に対する効果の効率は、
地域の特性、経済や人口、その他のさま
ざまな条件で変わる。
より少ない財政で効果の高い社会資本整
備を進めるために、人の居住を誘導しつ
つ、より投資効率が大きいところに集中投
資を行うことが、「選択と集中」の基本的
考え方である。

江戸川 春日部市

社会資本が効果を持つ範囲は有限である

江戸川 春日部市

相乗効果の高い地域に人を集めれば
効率が上がる

各国の社会資本への
投資額が
その国のGDPに占める
比率の推移
日本の数値は90年代と比べると半分
近くまで減っているが、他の先進国と比
較すると、同水準に落ち着いてきたとも
見ることができる。また、日本は山脈や
海峡が多く、橋やトンネルを必要とする
地勢条件などから、投資水準が高くな
りやすい側面もあると考えられる。
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社
会
資
本
の
効
果
と
は

—

ま
ず
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
改
め
て
ス

ト
ッ
ク
効
果
と
は
何
か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
実
施
さ
れ
る
公
共
投
資
が
積
み
上

が
っ
た
も
の
が
「
社
会
資
本
」
で
す
。
公
共

投
資
と
社
会
資
本
の
関
係
は
、
お
風
呂
に
入

れ
る
水
と
お
風
呂
に
た
ま
っ
た
水
と
の
関
係

に
例
え
る
と
理
解
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
水
道
か
ら
お
風
呂
に
流
れ
て
い
く
も
の

（
フ
ロ
ー
）
が
公
共
投
資
で
、
風
呂
桶
に
た

ま
っ
た
も
の（
ス
ト
ッ
ク
）が
社
会
資
本
で
す
。

こ
の
よ
う
な
公
共
投
資
が
社
会
資
本
と
し
て

積
み
上
が
る
こ
と
で
中
長
期
的
に
生
産
活
動

の
効
率
性
を
向
上
さ
せ
た
り
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
り
す
る
効
果

が
「
ス
ト
ッ
ク
効
果
」
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
公
共
投
資
そ
の
も
の
に
よ

る
効
果
を
「
フ
ロ
ー
効
果
」
と
呼
ぶ
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
短

期
的
・
即
時
的
な
効
果
で
、
例
え
ば
公
共
事

業
に
よ
る
雇
用
創
出
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り

ま
す
。

少
し
前
に
、
フ
ロ
ー
効
果
と
い
う
言
葉
が

話
題
に
な
っ
た
時
期
も
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
社
会
資
本
を
整

備
す
る
目
的
か
ら
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
ス

ト
ッ
ク
効
果
が
第
一
で
あ
り
、
フ
ロ
ー
効
果

は
副
次
的
な
効
果
な
の
で
す
。

よ
り
効
果
的
に
な
っ
た

日
本
の
社
会
資
本
整
備

—

道
路
や
鉄
道
は
便
利
に
な
っ
た
と
、
最
近

よ
く
感
じ
ま
す
。
道
路
や
空
港
、
上
下
水
道
、

河
川
の
改
修
や
通
信
網
の
整
備
な
ど
、
近
年
は

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
本
の
恩
恵
を
実
感
し
や
す

く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
ど

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
な
ぜ
そ
の
効
果
が
よ
り
実
感
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
。
は
っ
き
り
言
っ
て
し
ま

え
ば
、
８0
～
90
年
代
の
公
共
投
資
は
あ
ま
り

費
用
対
効
果
を
考
え
て
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
当

時
の
日
本
の
公
共
投
資
水
準
は
先
進
国
の

中
で
も
突
出
し
て
い
ま
し
て
、
国
内
総
生

産
（
G
D
P
）
に
対
す
る
割
合
で
見
る
と
、

他
の
先
進
国
に
比
べ
て
倍
以
上
の
水
準
で

公
共
投
資
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

2
0
0
0
年
代
に
な
る
と
か
な
り
絞
ら
れ

て
、
現
在
で
は
他
の
国
と
同
じ
く
ら
い
の
水

準
に
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。金
額
で
言
う
と
、

ピ
ー
ク
時
に
は
３5
兆
円
く
ら
い
で
し
た
が
、

今
は
約
15
兆
円
と
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
と
に
か
く
た
く
さ
ん
整
備
し

よ
う
と
い
う
時
代
を
終
え
、
必
要
性
が
高
い

と
こ
ろ
に
優
先
し
て
投
資
が
行
わ
れ
る
よ
う

東京大学
大学院経済学研究科
林 正義 教授 

ストックと
フローの効果
ストック効果はよくお風呂
の水に例えられる。注がれ
る水の投資によって蓄積し
た水がストック、そのたまっ
た水から生じるさまざまな
便益がストック効果だ。投
資によって生じる雇用増加
などの効果はフロー効果
と呼ばれる。

ス
ト
ッ
ク
効
果
を

こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
で

ど
う
活
用
し
て
い
く
べ
き
か

社
会
資
本
が
持
つ
多
様
な
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
私
た
ち
は
ど
う
活
用
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
の
、そ
し
て
今
後
の
社
会
資
本
の
活
用
に
つ
い
て
、

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
林
正
義
教
授
に
伺
い
ま
し
た
。

江戸川 春日部市

投資

減耗

フロー

ストック
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明
治
以
来
の
歴
史
を
誇
る

国
際
子
ど
も
図
書
館

国
の
建
築
物
の
整
備
は
、
一
部
の
特
殊
な

施
設
な
ど
を
除
い
て
、
建
築
の
専
門
家
集
団

で
あ
る
国
土
交
通
省
の
営
繕
部
が
一
元
的
に

実
施
し
て
お
り
、
各
施
設
に
入
居
す
る
各
省

庁
の
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
、
施
設
の
建
設

工
事
や
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
国
際
子
ど
も
図
書
館
」
の
工
事
に
つ
い
て

も
、
関
東
地
方
整
備
局
営
繕
部
が
設
計
、
建

設
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

上
野
公
園
の
緑
豊
か
な
地
域
に
あ
る
国
際

子
ど
も
図
書
館
は
、
威
風
堂
々
と
し
た
外
観

の
西
洋
建
築
で
す
。
今
か
ら
1
0
0
年
以

上
前
の
明
治
39
年
に
帝
国
図
書
館
と
し
て
開

館
し
ま
し
た
。

国
家
の
近
代
化
を
図
っ
て
い
た
明
治
政
府

は
、
帝
国
図
書
館
を
東
洋
一
の
図
書
館
と
す

る
こ
と
を
目
指
し
、真
水
英
夫
（
文
部
技
師
）

を
当
時
世
界
最
先
端
だ
っ
た
米
国
・
シ
カ
ゴ

の
ニ
ュ
ー
ベ
リ
ー
図
書
館
に
派
遣
し
視
察
さ

せ
ま
し
た
。
帰
国
後
に
描
か
れ
た
構
想
は
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
建
物
を「
ロ
の
字
型
」

に
配
置
し
、
中
央
に
は
中
庭
を
持
つ
と
い
う

壮
大
な
も
の
で
し
た
。

最
初
に
完
成
し
た
の
は
側
面
の
建
物
。
現

在
の
国
際
子
ど
も
図
書
館
本
館（
レ
ン
ガ
棟
）

で
す
。
し
か
し
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
建
設

は
中
断
。
そ
の
後
、
昭
和
4
年
に
一
部
増
築

し
た
も
の
の
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し

て
い
く
な
か
で
、
さ
ら
な
る
増
築
が
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
支
部
上
野

図
書
館
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
が
、
次
第
に
、
国
内
に
お
け
る
児
童
書
の

研
究
や
子
ど
も
の
国
語
力
強
化
支
援
の
必
要

性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
で
初

め
て
の
児
童
書
専
門
の
国
立
図
書
館
と
し

て
、
こ
の
支
部
上
野
図
書
館
を
改
築
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
12
年
「
国
立

国
会
図
書
館
　国
際
子
ど
も
図
書
館
」
と
し

て
開
館
以
来
、
児
童
書
の
永
久
保
存
、
閲
覧

サ
ー
ビ
ス
、
研
究
・
研
修
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

関
東
地
方
整
備
局
営
繕
部
は
、
国
際
子
ど

も
図
書
館
開
館
に
伴
う
増
築
工
事
を
手
が
け

ま
し
た
。
設
計
は
世
界
的
な
建
築
家
で
あ
る

安
藤
忠
雄
氏
と
日
建
設
計
の
設
計
共
同
体
で

し
た
。
こ
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
歴
史
あ
る

建
物
を
保
存
・
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
と
し
て
の
新
し

い
機
能
が
付
加
さ
れ
ま
し
た
。

増
え
続
け
る
図
書
で

書
庫
は
限
界
に

し
か
し
、
こ
の
「
レ
ン
ガ
棟
」
で
所
蔵
で

き
る
本
は
約
40
万
冊
で
あ
り
、
平
成
24
年
に

は
限
界
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
は
「
納
本
制
度
」

を
と
っ
て
お
り
、
出
版
社
が
発
行
し
た
本
を

納
本
し
、
図
書
館
は
永
久
に
こ
れ
を
保
存
す

る
と
い
う
規
定
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
本
は
増
え
続
け
る
一
方
な

の
で
す
。

新
た
な
建
物
の
必
要
性
か
ら
計
画
さ
れ
た

の
が
「
ア
ー
チ
棟
」
で
す
。
敷
地
内
に
あ
っ

た
職
員
宿
舎
を
取
り
壊
し
、
そ
こ
に
レ
ン
ガ

棟
と
中
庭
を
囲
む
よ
う
に
、
地
上
3
階
地
下

2
階
の
新
館
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

設
計
は
レ
ン
ガ
棟
の
増
築
と
同
じ
く
、
安

藤
忠
雄
氏
と
日
建
設
計
の
設
計
共
同
体
。
安

藤
氏
の
建
築
的
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
壁
と
中
庭
に
面
し
た
ガ

ラ
ス
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
構
成
す
る
力

強
い
空
間
の
建
築
が
提
案
、
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
書
庫
の
収
蔵
能
力
は
約
65
万
冊
で
す
。

1 国際子ども図書館の外観。
2 1階「世界を知るへや」は
旧帝国図書館時代の貴賓室
（きひんしつ）を改築した。
天井の漆喰装飾（しっくいそ
うしょく）や床板の寄木細工
（よせぎざいく）など当時の
内装を可能な限り修復・保
存している。
3 3階「本のミュージアム」
前のラウンジ。旧帝国図書
館時代に西向きの外壁だっ
た場所は、ガラスに囲われる
形で通路になった。当時の
細やかな造形を目の前で楽
しむことができる。
4 明治39年に帝国図書館
が竣工した直後の3階普通
閲覧室（現在の「本のミュー
ジアム」）。多くの人が利用
し、にぎわっていた。

1

2

3

4
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関東地方整備局
営繕部

本
の
プ
ロ
が

納
得
で
き
る

建
築
を
目
指
し
て

蔵
書
の
増
大
に
伴
い
、増
築
棟
の
建
設
が
決
ま
っ
た
国
際
子
ど
も
図
書
館
。

一
般
の
図
書
館
と
は
異
な
る「
永
久
保
存
」の
要
件
に
応
え
る
た
め
、

施
設
の
管
理
・
使
用
者
と
密
な
協
力
関
係
を
築
き

奮
闘
す
る
職
員
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

使
用
者
と
の

密
な
対
話
で
実
現
す
る

国
立
国
会
図
書
館

国
際
子
ど
も
図
書
館
増
築
棟
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の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も
重
要
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」

工
事
現
場
だ
け
で
な
く

周
囲
へ
の
配
慮
も
重
要

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
増
築
工
事
に
お
い

て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
限
ら
れ
た

敷
地
内
で
の
工
事
に
必
要
な
資
材
置
き
場
や

工
事
事
務
所
の
確
保
で
し
た
。
レ
ン
ガ
棟
と

ア
ー
チ
棟
の
間
に
は
、
平
成
14
年
の
全
面
開

館
時
に
完
成
し
た
中
庭
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
工
事
で
は
、
そ
の
一
部
を
取
り
壊
し
、
資

材
置
き
場
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
事

務
所
は
レ
ン
ガ
棟
正
面
の
車
寄
せ
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
3
階
建
て
の
プ
レ

ハ
ブ
を
建
て
、
必
要
な
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
ま
し
た
。

工
事
現
場
の
敷
地
に
は
、
東
京
藝
術
大
学

や
国
立
教
育
政
策
研
究
所
と
い
っ
た
教
育
関

連
機
関
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。
周
辺
機
関
と

の
調
整
を
担
当
し
た
の
は
建
築
工
事
監
督
の

岩
井
葵
で
す
。

「
隣
接
す
る
教
育
関
連
施
設
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
授
業
や
研
修
、
演
奏
会
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
静

か
な
環
境
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
工
事
を
進
め
る
う
え
で
は
、
ど
う

し
て
も
大
き
な
音
、
振
動
、
埃
、
臭
い
が
発

生
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
隣
接
施
設
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
支
障
が
生
じ
な
い
時
期
、
時

間
に
工
事
を
行
う
よ
う
調
整
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
た
際

に
、
狭
い
敷
地
の
中
で
は
資
材
の
搬
出
入
が

ま
ま
な
ら
な
い
期
間
が
あ
り
、
そ
の
間
、
隣

接
の
東
京
藝
術
大
学
の
敷
地
を
お
借
り
し
て

ク
レ
ー
ン
作
業
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
隣
接
す
る
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な

し
に
、
こ
の
工
事
は
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

丁
寧
な
対
話
を
繰
り
返
す
こ
と
が

仕
事
の
質
も
個
人
の
技
量
も

向
上
さ
せ
る

平
成
24
年
2
月
に
始
ま
っ
た
ア
ー
チ
棟

の
建
設
は
、
今
年
の
6
月
に
完
了
し
ま
し

た
。
41
カ
月
に
及
ぶ
工
事
期
間
に
、
延
べ

4
万
6
0
0
0
人
も
の
人
々
が
携
わ
り
ま

し
た
。

明
治
期
の
日
本
政
府
が
東
洋
一
の
図
書
館

を
目
指
し
建
設
し
た
レ
ン
ガ
棟
。
当
初
の
計

画
を
踏
ま
え
て
設
け
ら
れ
た
中
庭
。
そ
し

て
、
現
代
の
建
築
の
粋
を
集
め
て
建
て
ら
れ

た
ア
ー
チ
棟
。
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
書

物
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

1
0
0
年
以
上
の
時
を
経
て
、
完
成
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
レ
ン
ガ
棟
は
東
京
都
の
歴
史
的
建
造
物
に

も
指
定
さ
れ
る
文
化
的
価
値
の
高
い
建
物
で

す
。
そ
の
新
館
で
あ
る
ア
ー
チ
棟
を
建
て
る

仕
事
に
携
わ
れ
た
の
は
光
栄
な
こ
と
で
す
」

（
小
林
）

「
営
繕
部
が
手
が
け
る
工
事
案
件
は
、
ど
れ

一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
施
設
の
管
理
・
使
用
者
と
の
密

接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。

各
省
庁
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
が
あ
り
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
そ

の
意
図
を
理
解
し
、
建
築
物
に
反
映
す
る
。

今
回
の
ア
ー
チ
棟
建
設
で
も
厳
し
い
リ
ク
エ

ス
ト
が
多
く
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
そ
れ

だ
け
困
難
な
内
容
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
、
私

自
身
も
少
し
成
長
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
」（
齋
藤
）

関
東
地
方
整
備
局
営
繕
部
は
今
日
も
使
用

者
、現
場
で
働
く
事
業
者
、敷
地
周
辺
の
方
々

と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
公
共
施
設
を
実
現
す
る

た
め
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

漏
水
だ
け
で
は
な
く
、
湿
度
に
も
厳
し
い

基
準
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
室
内
に
換
気
装
置

が
設
置
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二

重
壁
の
中
に
室
内
か
ら
の
空
気
を
循
環
さ

せ
、
壁
と
壁
の
間
の
湿
度
も
抑
え
る
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
設
計
の
担
当
で
あ
り
、
要
望
の
調
整

に
あ
た
っ
て
き
た
保
全
指
導
・
監
督
官
の
齋

藤
公
治
は
こ
う
語
り
ま
す
。

「
図
書
館
の
専
門
家
の
方
々
は
、
本
を
永
久

保
存
す
る
と
い
う
使
命
を
負
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
起
こ
り
う
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
態
へ
の
予
測
も
し
て
い
ま

す
。
厳
し
い
要
望
に
対
し
て
、提
案
を
行
い
、

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
議
論
す
る
。
そ

関東地方整備局 営繕部
整備課
保全指導・監督官
齊藤 公治

関東地方整備局 営繕部
保全指導・監督室
保全指導係
岩井 葵

関東地方整備局 営繕部
保全指導・監督室
保全指導・監督官
小林 克己

納品された資材が、発注書と誤差がないか測定、確認する。
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「
図
面
通
り
に
」
で
は
終
わ
ら
な
い

施
工
現
場
で
の
可
能
性
の
追
究

公
共
工
事
に
限
ら
ず
建
築
で
は
、
ま
ず
基

本
と
な
る
平
面
計
画
や
使
用
す
る
材
料
や
寸

法
な
ど
を
設
計
し
ま
す
。
実
際
の
工
事
で
は

設
計
図
に
基
づ
き
、
よ
り
具
体
的
な
工
事
方

法
な
ど
を
記
し
た
施
工
図
を
作
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
工
事
の
途
中
で
も
施
設
の
管
理
・

使
用
者
か
ら
の
詳
細
な
要
望
が
あ
れ
ば
、
変

更
を
検
討
し
、
最
善
の
方
法
を
探
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
チ
棟
の
建
築
で
も
確

認
作
業
の
連
続
で
し
た
。

雨
水
が
土
に
染

み
込
み
ま
す
。
そ

の
水
が
壁
に
染

み
込
ま
な
い
よ
う

に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
外
側
か
ら
防
水
材

が
入
っ
た
シ
ー
ト
を
貼
り
、
内
側
か
ら
も
止

水
加
工
を
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
室
内
側
に
空
間
を
設
け
な

が
ら
、
も
う
一
つ
壁
を
設
け
る
二
重
壁
の
構

造
に
し
た
の
で
す
。
壁
と
壁
の
間
に
は
万
が

一
水
が
染
出
し
た
と
き
の
た
め
に
排
水
口
を

設
け
、
発
生
し
た
水
を
床
下
の
ピ
ッ
ト
に
流

す
構
造
と
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
要
望
が
厳
し
か
っ
た
の
が
書
庫

の
機
能
で
し
た
。
ア
ー
チ
棟
で
は
建
築
基
準

法
の
高
さ
の
制
限
か
ら
地
上
は
3
階
ま
で
し

か
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
地
下
2
階
分

が
書
庫
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
本
の

保
存
に
お
い
て
、
水
は
大
敵
で
す
。
簡
単
に

言
え
ば
「
一
滴
た
り
と
も
、
書
庫
に
は
水
を
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
要
望
が
国
立

国
会
図
書
館
側
か
ら
示
さ
れ
た
の
で
す
。

営
繕
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
建
築
の
知
見

を
生
か
し
な
が
ら
、
設
計
を
担
当
す
る
日
建

設
計
と
具
体
的
な
構
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

地
下
階
は
土
中
に
あ
る
た
め
、
雨
が
降
れ
ば

現
場
で
主
と
な
る
建
築
工
事
の
主
任
監
督

で
責
任
者
と
し
て
各
方
面
の
責
任
者
と
の
調

整
を
図
っ
て
き
た
の
が
、
保
全
指
導
・
監
督

官
の
小
林
克
己
で
す
。

「
国
立
国
会
図
書
館
に
は
図
書
館
が
果
た
す

べ
き
﹃
保
存
﹄﹃
閲
覧
﹄﹃
研
究
﹄
と
い
う
3

分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
高
度
な
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
い
ま
す
。
専
門
的
な
知

識
に
基
づ
い
た
要
望
を
理
解
し
応
え
る
た
め

に
、
設
計
や
施
工
の
事
業
者
と
の
調
整
に
は

苦
労
し
ま
し
た
。
発
生
す
る
課
題
に
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
解
決
す

る
。
そ
の
繰
り
返
し
で
す
」

新たに増築したアーチ棟は、国際子ども図書館の北側に位置
し、レンガ棟と調和したデザインになっている。互いは2階の連
絡通路でつながり、スムーズに移動できる。
※イラストは設計段階で描かれたものです

地下の書庫は、漏水と湿度の管理において一般の建築物よりもはるかに厳
しい水準が求められた。二重の壁（左）は土中の水分が室内に染み込むの
を防止する。また、室内の壁には各所に換気口があり、結露などで室内に
水滴が生じるのを防止している。

アーチ棟には、充分な書庫の空間が求められるが、建
物の高さ制限があったため、地下に広い空間をとった。
アーチ棟の地下1・2階だけで約65万冊の書物を保管
できる。

　
　
　
　
　
　

調べものの部屋
児童書ギャラリー児童書研究資料室 連絡通路

事務室

書庫

子どものへや・世界を知るへや・
おはなしのへや

休憩・飲食・授乳スペース
研究室

書庫

ホール
本のミュージアム

書庫

3階

1階1階

地下

2階2階

3階

アーチ棟

レンガ棟

書庫

書庫

書庫

書庫

書庫

アーチ棟

レンガ棟
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建
築
全
般
に
わ
た
る
も
の
づ
く
り
政
策
を
規

定
す
る
も
の
で
し
た
。

　現
在
の
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁
営

繕
部
の
系
譜
と
な
る
組
織
は
、
明
治
政
府
の

創
設
直
後
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
組
織
は
時
代

と
と
も
に
変
化
し
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
、

官
庁
施
設
の
整
備
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

国
の
威
信
を
か
け
た
官
庁
集
中
計
画

　霞
が
関
地
区
の
原
型
は
明
治
時
代
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
近
代
国
家
と
し
て
歩
み
出
し

た
明
治
政
府
に
と
っ
て
、
治
外
法
権
を
撤
廃

し
、
諸
外
国
と
の
対
等
な
国
交
を
樹
立
す
る

た
め
の
不
平
等
条
約
の
改
正
は
大
変
重
要
な

課
題
で
し
た
。

　当
時
の
外
務
大
臣
だ
っ
た
井
上
馨か

お
るは
交
渉

を
有
利
に
進
め
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
壮

麗
な
中
央
官
庁
街
を
建
設
し
、
国
会
議
事
堂

を
含
む
近
代
的
な
官
庁
建
築
の
姿
を
諸
外
国

に
示
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　明
治
19（
1 

8 

8 

6
）年
、内
閣
直
属
の「
臨

時
建
設
局
」
を
設
置
し
て
自
ら
総
裁
に
就
任

し
、
政
府
の
中
枢
機
関
を
霞
が
関
に
集
中
さ

せ
る
「
官
庁
集
中
計
画
」
を
実
行
す
る
た
め

に
、
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
て
い
た
建
築
家
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
と
ヘ
ル
マ
ン
・
エ

ン
デ
を
招
へ
い
し
ま
し
た
。ベ
ッ
ク
マ
ン
は
、

東
は
築
地
本
願
寺
、
西
は
日
枝
神
社
に
わ
た

る
壮
大
な
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
後
日

本
側
の
財
政
事
情
も
考
慮
し
て
、
エ
ン
デ
に

よ
っ
て
、
日
比
谷
練
兵
場
周
辺
に
官
庁
施
設

を
集
中
配
置
す
る
縮
小
案
に
変
更
さ
れ
ま 

せ
ん
。
災
害
対
策
活
動
拠
点
と
し
て
の
機
能

も
着
実
に
果
た
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
、
第

4
号
館
の
免
震
改
修
工
事
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
省
エ
ネ

化
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
の
社
会
的

要
請
に
応
え
る
た
め
の
機
能
向
上
や
改
修
工

事
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　霞
が
関
地
区
は
、
明
治
か
ら
戦
前
、
戦
後

を
通
じ
て
、
国
政
の
重
要
な
機
能
が
集
積
さ

れ
、
そ
の
存
在
自
体
が
歴
史
的
な
意
義
と
価

値
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
土
交

通
省
で
は
、
今
後
と
も
品
格
を
備
え
た
地
区

と
な
る
よ
う
心
が
け
る
と
と
も
に
、
国
家
機

関
の
機
能
向
上
に
資
す
る
た
め
の
整
備
・
活

用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

し
た
。

　そ
の
案
に
基
づ
き
、
最
初
に
司
法
省
庁
舎

（
現
・
法
務
省
赤
れ
ん
が
棟
）
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
計
画
地
が
軟
弱

地
盤
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
に
、
桜

田
通
り
に
面
す
る
現
在
地
に
変
更
さ
れ
明
治

28
（
1 

8 

9 

5
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
軟

弱
地
盤
の
区
域
は
公
園
（
現
・
日
比
谷
公
園
）

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
霞
が
関
地

区
の
骨
格
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
霞
が
関
地
区
の
成
立

　大
正
12
（
1 

9 

2 

3
）
年
の
関
東
大
震
災

で
、
多
く
の
施
設
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
震
災
後
、
応
急
復
旧
と
し
て
大
手
町
に

仮
設
の
官
庁
街
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

に
入
り
、
官
庁
施
設
の
霞
が
関
地
区
へ
の
集

中
配
置
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
昭
和
4
（
1 

9 

2 

9
）
年
竣
工
の
総
理
大
臣
官
邸
を
皮

切
り
に
、
警
視
庁
、
内
務
省
、
文
部
省
、
会

計
検
査
院
の
庁
舎
が
次
々
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
11
（
1 

9 

3 

6
）
年
の
国
会
議
事

堂
の
竣
工
に
よ
っ
て
、
官
庁
集
中
計
画
は
目

に
見
え
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

　戦
後
は
、
土
地
の
高
度
利
用
、
建
築
費
の

節
減
、
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
、
庁
舎
の

合
同
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農

林
水
産
省
が
入
居
す
る
中
央
合
同
庁
舎
第
1

号
館
の
建
設
（
昭
和
32
（
1 

9 

5 

7
）
年
竣

工
）
に
始
ま
り
、
現
在
、
内
閣
府
が
入
居
す

る
第
8
号
館
ま
で
完
成
し
て
い
ま
す
。

　国
の
機
能
は
、
ど
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、

一
瞬
た
り
と
も
停
止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

官
庁
営
繕
の
歴
史

　「営
繕
」
と
は
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
で
す
が
、「
営
」
は
建
物
を
建
て
、「
繕
」

は
修
繕
す
る
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
語
源
は
千
年
以
上
も
さ
か
の
ぼ
る
も

の
で
、
7
0
1
年
の
大
宝
律
令
に
営
繕
令

と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
営

繕
令
は
、
建
物
の
み
な
ら
ず
、
武
器
の
製
造
、

船
や
橋
、
堤
防
の
造
営
な
ど
、
現
代
の
土
木・

エンデの計画図。計画で最初に着工した司法省は、計画地の地盤が弱いと判明、現在の桜
田通りに面した敷地に変更された。予定していた土地は日比谷公園になり、現在の霞が関
地区の官庁街の骨格ができた。
藤森照信「明治の東京計画」（岩波書店 1982）より

霞が関地区（正式名称「霞が関団地一団地の官公庁施設」）
は、皇居に隣接し、江戸時代から続く大きな敷地割りが数百年
維持されてきた地区。現在は約103万m2の土地に、延べ床
面積約226万m2に及ぶ官庁施設が形成されている。
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国
会
議
事
堂
や

法
務
省
赤
れ
ん
が
棟
の

建
物
っ
て

歴
史
を
感
じ
る
ね
。

今
日
、お
話
を
し
て
く
れ
る

国
土
交
通
省 

大
臣
官
房

官
庁
営
繕
部
の

中
山
企
画
専
門
官
で
す
ね
！

官
庁
施
設
が
集
ま
る

こ
の
一
帯
は

霞
が
関
地
区
と

呼
ば
れ
ま
す
。

立
法
、司
法
、行
政
の

三
権
の
機
関
が
集
ま
り

明
治
か
ら
戦
前
、戦
後
を

通
じ
て
長
い
時
間
を
か
け
て

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
き
た

地
区
な
の
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
。

い
い
と
こ
ろ
に

気
が
付
き
ま
し
た
ね
。

は
い
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。

ど
れ
も
と
て
も

す
て
き
だ
よ
ね
ー

全
国
の
官
庁
施
設
の
ほ
か
、

国
政
の
重
要
な
機
能
が
集
ま
る

こ
の
霞
が
関
地
区
の

整
備
・
活
用
を
担
っ
て
い
る
の
が

官
庁
営
繕
部
で
す
。

こ
れ
は「
法
務
省
赤
れ
ん
が
棟
」の

創
建
当
時
の
姿
で
す
。

霞
が
関
地
区
で

最
初
に
竣
工
し
た
も
の
で
、

当
時
は
、司
法
省
庁
舎
で
し
た
。

平
成
の
復
原
大
改
修
を
経
て
、

1
2
0
年
間
こ
こ
に

建
ち
続
け
て
い
る
の
で
す
。

今
も
霞
が
関
に
残
る
威
風
堂
々
と

し
た
歴
史
的
な
建
物
は
、

明
治
政
府
が
近
代
国
家
日
本
を

内
外
に
示
そ
う
と
尽
力
し
た

歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

立
法
、司
法
、行
政

そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
機
関
の

建
築
物
に
つ
い
て

整
備
お
よ
び
指
導
・
監
督
を

し
て
い
ま
す
。

整備および
指導・監督 官庁営繕部

東
京
駅

各機関

「建築雑誌113号」（日本建築学会）より

霞が関地区と官庁営繕部
東京都
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不
ふ ろ う ば し

老橋
10代藩主・徳川治宝（はると
み）の命により作られたアーチ
型の石橋。市の指定文化財と
なっている。

ちょっと日常を離れたい。
そんな時は加太の海と美味しい食事でパワーチャージ！
　和歌山市郊外にある加太は、万葉の時代から潟

か た み
見の浦と詠まれた景勝地で、鯛

の一本釣りと夕日の美しさが有名な土地です。
　友ヶ島同様に砲台跡を巡るハイキングコースとして、深

み や ま
山砲台跡もおすすめ！ 緑の

中にある古いれんが造りの遺跡は、どこか神秘的かつ重厚な雰囲気に包まれていま
す。緑を抜け展望台へ行くと、今度は淡路島を含む紀淡海峡の絶景を眺める事が
でき、眼下に広がる穏やかで雄大な風景は、思わず息をのむほど美しい。
 また加太には美味しい食べ物もいっぱい。地元で捕れる鯛をはじめとする新鮮な
海の幸を堪能できます。休暇村では美味しいだけではなくユニークな名前の食事も
用意され、訪れる人を楽しませてくれます。「加太は元気のある若手により勢いの
あるまちです。でも加太だけではなく市全体が元気にならなければ意味がありませ
ん。市が一丸となり全体が盛り上がっていければいいなと思います」（義本さん）

和歌山市

「景色の美しさや食事の美味しさ

だけではなく『コレってオモロイ

ね！』って思ってもらえるものを＋α

で提供したいんです。訪れる人にワ

クワクしてもらいたい！」と休暇村 

紀州加太 義本さん。

鯛ラーメン
鯛の骨から取ったスープは、あっさりしつつも
深い旨みを堪能できる逸品。

よもぎ餅
食べると口の中いっ
ぱいに加太の天然
よもぎの香りが広が
り、甘さ控えめな餡
と柔らかなお餅が相
まって何個でも食べ
られる美味しさ。

『2012和歌山の
味匠（たくみ）』に

選ばれました

加
か だ

太

和
わ か う ら

歌浦・雑
さ い か ざ き

賀崎

ご当地グルメ

友
ともがしま

ヶ島
加太港から定期船で約20分で行ける自然の宝庫。
砲台跡を巡るハイキングコースが人気。

貴志川線

和歌山駅
貴志川線のりばがある9番ホームへ続く階
段には、たま駅長のイラストや沿線の紹介
がいっぱい。

森林公園
圧倒されるほどの恐竜
オブジェはまさに実物
大！ 別名「恐竜公園」。
公園の頂上からは、美
しい加太の海景色を
見渡すことができる。

和歌山駅

伊太祈曽駅

梅干し・グリーンソフト・和歌山
ラーメン（「早寿司（はやずし）」と
一緒に食べるのが地元流）・和歌
山ジンジャーエール

淡
あわしま

嶋神社
「女性のための神様」として広く信仰されて
いる。境内には全国から奉納された人形が
ぎっしり。毎年3月3日の雛祭りに開催さ
れる雛流しは全国的にも有名。

和歌山城
市の中心部にある虎伏山（とらふすやま）にそびえる白亜の天守
閣が印象的な紀州藩徳川家の居城。西の丸広場と二の丸庭園を
結ぶ「御橋廊下（おはしろうか）」は全国的にも珍しい斜めに架か
る廊下橋。

番
ばんどこていえん

所庭園
「番所ノ鼻」と呼ばれた見張り番
所跡。万葉ゆかりの地。

夕日スポット
雑賀崎展望台からの美しい眺め！

⇅至 大阪
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行
政
や
鉄
道
会
社
を
動
か
し
た

住
民
の
本
気
の
熱
意

J
R
和
歌
山
駅
の
9
番
ホ
ー
ム
に
“
い
ち

ご
〟
や
“
猫
〟
が
び
っ
し
り
描
か
れ
た
、
ひ

と
き
わ
目
を
引
く
車
両
が
止
ま
っ
て
い
る
。

思
わ
ず
足
を
止
め
た
く
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
車

両
を
運
行
し
て
い
る
の
が
、
和
歌
山
電で
ん
て
つ鐵

貴き
し
が
わ

志
川
線
だ
。

貴
志
川
線
は
元
々
別
の
事
業
者
が
運
営
し

て
い
た
が
、
平
成
15
年
経
営
難
を
理
由
に
廃

線
検
討
が
発
表
さ
れ
た
。
沿
線
住
民
に
と
っ

て
は
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
あ
っ
た
た

め
、
突
然
の
発
表
に
「
通
勤
や
通
学
の
手
段

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
大
変
な
危
機
感

に
襲
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
絶
望
的
な
状

況
の
中
「
住
民
の
声
を
届
け
た
い
」
と
立
ち

上
が
っ
た
の
が
、
当
時
団
地
の
区
長
（
自
治

会
長
）
で
現
在
「
貴
志
川
線
の
未
来
を
“
つ

く
る
〟
会
」
代
表
の
濵は
ま
ぐ
ち口

さ
ん
で
あ
る
。

当
初
数
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
有
志
の
会
も
、

鉄
道
存
続
に
向
け
た
濵
口
さ
ん
ら
の
熱
心
な

活
動
に
よ
り
、
会
員
数
も
6 

4 

0 

0
名
を
突

破
、
宣
伝
・
啓
蒙
活
動
の
広
が
り
な
ど
、
目

公
共
交
通
と

地
域
を
支
え
る

“
人
々
の
熱
い
想
い
〟

に
見
え
る
住
民
の
本
気
の
熱
意
に
押
さ
れ
、

厳
し
い
財
政
事
情
を
理
由
に
難
色
を
示
し
て

い
た
行
政
も
財
政
支
援
を
決
断
し
た
。
そ
し

て
同
じ
く
熱
意
に
動
か
さ
れ
運
営
事
業
者
の

公
募
に
応
募
し
た
岡
山
電
気
軌
道
が
、
平
成

17
年
、
後
継
事
業
者
に
決
定
し
、
和
歌
山
電

鐵
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
だ
。

日
本
一
心
ゆ
た
か
な

ロ
ー
カ
ル
線
を
目
指
し
て

「
実
際
に
利
用
し
て
い
る
方
の
意
見
を
聞
か

な
い
と
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
利
用
者
の
方
と
一
緒
に
話
し
合
え

る
場
を
作
り
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
和
歌
山

電
鐵
取
締
役
の
山
木
さ
ん
。
沿
線
の
住
民
団

▲

貴志川線を支える皆さん。
（左から）和歌山電鐵 竹添
さん、貴志川線の未来を“つ
くる”会 濵口さん、和歌山電
鐵 山木さん、麻生さん、和歌
山市 上江さん。「公共交通
の重要性を共感してもらうた
めには、一生懸命働く姿を見
てもらうしかありません。こ
れからも皆さんに喜んでもら
える路線を目指したいです」

（麻生さん）

二タマ駅長
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伊
勢
湾
に
臨
む
海
の
駅
「
み
え
・
か
わ
げ
」

に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
海
の
楽

し
さ
を
知
り
、
自
然
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

を
養
う
た
め
の
〝
海
の
学
舎
〟
が
あ
り
ま
す
。

カ
ヤ
ッ
ク
に
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
干
潟
観
察
や

大
鍋
で
の
パ
エ
リ
ア
作
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、
そ
し
て
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
砂
浜
を
利
用
で
き
る
よ

う
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
活
動
時
間
を
必
ず
設

け
て
い
ま
す
。

広
く
一
般
に
開
放
さ
れ
た
施
設
内
に
は
、

海
を
一
望
で
き
る
マ
リ
ン
サ
ロ
ン
や
伊
勢
湾
の

シ
ー
フ
ー
ド
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

が
あ
り
、
シ
ー
サ
イ
ド
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

茨城県

■かすみがうら

霞ヶ浦は湖岸の長さ、空の広さ、自転車道の長さ
が日本一！内陸のロングクルーズは、太平洋まで
の土浦－銚子ルート、東京湾までの利根川－江戸
川ルートがおすすめです。天然の「霞ヶ浦温泉」
も湧き出る、マルチな楽しみいっぱいの拠点でお
待ちしています！

スタッフに聞きました！

秋元昭臣さん

老若男女問わず、さまざまな「海」を楽
しんでいただける企画がいっぱいの当
駅では、体験セーリングでスナメリやウ
ミガメに出会ったり、キス・カマス・ハ
マチ・サワラなど季節に応じて旬の魚
が釣れたり、魚場豊富な鳥羽へも約1
時間で到着。年間を通してアングラー
を飽きさせません。手ぶらでご利用い
ただけるバーベキューも人気です！

阪本純子さん

広く市民に開放された
複合マリーナ

三重県

■みえ・かわげ

vol.20 

スタッフに聞きました！

住所	 茨城県土浦市川口2-13-6
電話	 029-822-2437
HP	 http://www.lacusmarina.com/

住所	 三重県津市河芸町東千里854－3
電話	 059-245-5001
HP	 http://www.marina-kawage.co.jp/

自然豊かな環境にある
マリーナ

国
内
第
二
位
の
湖
面
積
を
誇
る
霞
ヶ
浦
。

か
つ
て
は
定
期
航
路
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
や
が
て
時
代
の
流
れ
か
ら
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
、「
か
す
み
が
う
ら
」

は
誰
で
も
利
用
で
き
る
施
設
、
誰
で
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
大
型
ク
ル
ー

ザ
ー
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
体
験
は
も
ち
ろ

ん
、
キ
ャ
ン
プ
や
乗
馬
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

も
用
意
。
地
域
に
開
か
れ
た
マ
ル
チ
な
海
の

駅
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
航

路
復
活
を
望
む
声
に
よ
り
、
期
間
限
定
で
運

航
も
再
開
し
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
も
い
ち
早
く
取
り
組

み
、
障
が
い
者
の
方
も
高
齢
者
の
方
も
、
誰

も
が
マ
リ
ン
ラ
イ
フ
を
楽
し

め
る
よ
う
整
備
。
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー〝
人
の
や
さ
し
さ
〟

が
あ
ふ
れ
る
海
の
駅
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

1 湖は海に比べて安全性が高いので子どもも楽しめる
2 施設内に温泉が湧いていて、気軽に足湯を利用できる。温泉スタンドで購入も可能
3 霞ヶ浦の沖合を快走。10～4月はカモメの群れと触れ合え、冬季のこたつ船もおすすめ

1 環境問題を考えながら干潟の生き物
を観察してみよう
2 みんなの心を一つに！	オールの動きが
合わないとカッターボートは前へ進みま
せん
3 併設された親水公園（写真左手）にも、
多くの方が訪れる

1

2
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特別編
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体
や
学
校
の
校
長
や
生
徒
会
長
、
商
工
会
等

と
、
自
治
体
、
事
業
者
か
ら
な
る
「
運
営
委

員
会
」を
設
置
し
、利
用
者
の
増
加
や
利
便
性・

満
足
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
た
。
そ
し
て
日
本
一
心
ゆ
た
か
な
ロ
ー
カ

ル
線
を
目
指
し
て
、
住
民
は
駅
美
化
や
集
客

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
行
い
、
行

政
は
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
支
援
、
そ
し
て

事
業
者
に
お
い
て
は
社
長
自
ら
が
沿
線
の
実

情
を
把
握
す
る
た
め
に
各
駅
を
歩
い
て
視
察

し
た
と
言
う
。
廃
線
も
検
討
さ
れ
た
貴
志
川

線
が
奇
跡
と
も
い
え
る
存
続
を
果
た
し
た
背

景
に
は
、
こ
う
し
た
住
民
・
行
政
・
事
業
者

の
三
位
一
体
で
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
こ
へ
日
本
の
民
営
鉄
道
で
は
初
と
な
る

猫
の
駅
長
、
三
毛
猫
の
「
た
ま
駅
長
」
が
誕

生
。
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
か
ら
も
旅

行
者
が
押
し
寄
せ
る
ほ
ど
の
人
気
者
と
な
っ

た
「
た
ま
駅
長
」
の
客
招
き
効
果
も
加
わ
り
、

年
間
2
0
0
万
人
を
切
っ
て
い
た
乗
客
数

は
2
2
0
万
人
以
上
に
増
加
。
和
歌
山
電

鐵
は
地
方
鉄
道
の
再
生
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
21
年
に
は
地
域
公
共

交
通
優
良
団
体
国
土
交
通
大
臣
表
彰
も
受
賞

し
た
。

ネ
コ
の
駅
長
！

ネ
コ
の
観
光
特
別
大
使
!!

貴
志
川
線
に
は
「
た
ま
駅
長
」
の
他
に
、

も
う
一
匹
猫
の
駅
長
が
い
る
。
和
歌
山
電
鐵

本
社
が
あ
る
伊い

だ

き

そ

太
祈
曽
駅
の
駅
長「
ニ
タ
マ
」

だ
。当
初
た
ま
駅
長
の
部
下
と
し
て
就
任
し
、

た
ま
駅
長
の
代
行
業
務
な
ど
で
研
修
を
し
て

い
た
が
、
後
に
ニ
タ
マ
ち
ゃ
ん
に
も
正
式
辞

令
が
交
付
さ
れ
、
駅
長
と
な
っ
た
の
だ
。
明

る
く
人
な
つ
こ
い
性
格
の
ニ
タ
マ
駅
長
は
一

躍
人
気
者
と
な
り
、
乗
客
数
等
ア
ッ
プ
の
立

役
者
と
も
な
っ
た
。

さ
ら
に
は
市
の
P
R
に
貢
献
し
て
い
る

と
「
和
歌
山
市
観
光
特
別
大
使
“
ア
ゼ
リ

ニ
ャ
〟」
に
就
任
す
る
な
ど
、
ニ
タ
マ
駅
長

大
活
躍
で
あ
る
。

住
民
の
交
通
手
段
と

元
気
な
ま
ち
の
た
め
に

地
域
公
共
交
通
は
交
通
手
段
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
濵
口
さ
ん
は
「
人
の

流
れ
を
作
る
こ
と
が
、
元
気
な
ま
ち
を
つ
く

る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
」
と
話
す
。
実
際
に

貴
志
川
線
沿
線
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
お
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
や
グ

ル
メ
を
ま
と
め
た
マ
ッ
プ
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル“
た
ま
自
転
車
〟に
乗
っ
て
周
辺
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
等
を
探
索
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
と
、
地
域
全
体
で
の

取
り
組
み
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
地
方
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
の
が
現
状
で
、
貴
志
川
線
を
支

え
る
人
々
は
今
も
変
わ
ら
ず
精
力
的
に
存
続

運
動
を
行
っ
て
い
る
。「
素
晴
ら
し
い
の
が

9
年
経
っ
た
今
で
も
“
つ
く
る
〟
会
の
熱
心

な
取
り
組
み
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
」（
山

木
さ
ん
）。
市
の
職
員
上う
え
え江
さ
ん
も
「
住
民

も
電
鐵
さ
ん
も
本
当
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
の

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

人
々
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
魅
力
溢
れ
る
貴

志
川
線
。
か
わ
い
い
駅
長
さ
ん
や
ユ
ニ
ー
ク

な
電
車
、
そ
し
て
車
窓
か
ら
の
の
ど
か
な
景

色
を
訪
ね
、
癒
や
さ
れ
て
み
て
は
。

▲和歌山市観光特別大使“アゼリニャ”の
ニタマ駅長
和歌山市の観光キャンペーンスタッフ“ア
ゼリア”（市花「つつじ」の英語名）にちな
み、猫のニタマ駅長は“アゼリニャ”！

地域公共交通優良団体国土交通大臣表彰
地域公共交通に関する取り組みが他地域の模範となるような顕著な功績がある団体を表彰すること
で、優良事例の情報提供等を図ることを目的としたもの。

▲貴志川線の未来を“つくる”会
の取り組み。つくる会の方はいつ
も黄色のジャンパーを着て貴志川
線を支えている。

▼DESIGNED BY EIJI MITOOKA＋DON DESIGN ASSOCIATES
（左から）いちご電車、おもちゃ電車、たま電車。ユニークなのは外装だけ
ではない。それぞれのモチーフが所狭しと散りばめられた車内は、思わず
心がほっこりし、幼少の頃に引き戻してくれるような気分に。

たま駅長は取材後の平成27年6月22日ご逝去され、同年6月28日、最後の辞
令により名誉永久駅長になられました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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information

　今後、地方では都市部に先駆けて人口減少が深刻化すること
が予想され、いかに明るい未来を築いていくかが、政府全体で
の喫緊の課題となっています。このような中、2014年に「国土
のグランドデザイン2050」を公表し、2050年を見据えた国土
づくりの考え方も示しました。
　本年の国土交通白書は「将来世代にわたる豊かな暮らしを実
現するための国土・地域づくり」をテーマとし、「個性ある地方の
創生」に焦点をあて、本格的な人口減少社会における国土・地

域づくりについて「ヒト・モノ・カネ・情報の流れ」や「コンパクト
＋ネットワーク」といった視点から分析を行い、今後目指すべき
国土交通行政の方向性について述べています。

締　　切 平成２７年９月２５日(金)必着
応募資格 全国の小学１～６年生
表　　彰 国土交通大臣賞(各学年１点)／優秀賞(各学年３点)など

01 『いい出会い いい道からの 贈り物』
平成27年度「道路ふれあい月間」推進標語 入選作品決定

02

03

「平成26年度国土交通白書」を6月30日に公表しました！

国土と交通に関する図画コンクール

【小学生の部】 「あいさつの 大きな声が ひびく道」 古賀 美咲さん（佐賀県 伊万里市立山代東小学校） 

【中学生の部】 「もういいかい 指差し確認 まあだだよ」 荒川 まなさん（佐賀県 学校法人松尾学園 弘学館中学校）

【一般の部】 「いい出会い いい道からの 贈り物」 友久 健さん（神奈川県 鎌倉市）

【小学生の部】 「たくさんの えがおあふれる 今日のみち」 伊藤 さやさん（山形県 酒田市立亀ケ崎小学校） 

 「ごみひろい きれいなみちに ごあいさつ」 田代 優奈さん（長崎県 島原市立第二小学校）
【中学生の部】 「前を見て あなたの道は この先に」 森谷 友理さん（山形県 東根市立第一中学校）

 「通学路 元気をくれる 宝物」 熊田 有紗さん（千葉県 浦安市立入船中学校）

【一般の部】 「美しい 道はみんなの 顔、心」 熊谷 幸平さん（岩手県 一関市） 

 「きらきらと ふれあいはずむ 朝の道」 會田 誠一さん（神奈川県 大和市）

審査懇談会 委員（敬称略）
● 三好礼子（エッセイスト、元国際ラリースト）
● やすみりえ（川柳作家、文化庁審議会分科会委員）
● 吉岡耀子（交通・環境ジャーナリスト）

お問い合わせ

お問い合わせ

http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000517.html

平成 27 道路標語 検 索

http://www.mlit.go.jp/page/h27zugacon_boshu.html

平成２７年度「国土と交通に関する図画コンクール」 検 索

道路局道路交通管理課
TEL：03-5253-8111（内線37424）FAX：03-5253-1617

大臣官房広報課広報第一係 TEL：03-5253-8111（内線21526）

お問い合わせ
総合政策局政策課政策調査室

（情報提供窓口） TEL：03-5253-8111（内線24282、24283）
  FAX：03-5253-1548

身近にいっぱい国土と交通！
見つけて、描いて、応募してね！

27年度
作品募集

● 住んでいるまちの様子
● 道路、橋、川、駅、空港、港のある風景
● 鉄道、自動車、船、飛行機などの乗り物
● 道路やビルなどの工事現場の様子  など

テーマ

 平成２７年９月２５日(金)必着

  FAX：03-5253-1548

最優秀賞

優秀賞
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き
ち
ん
と
掃
除
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の

話
が
な
ぜ
か
印
象
的
で
し
た
。

広
告
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
面

白
い
空
間
は
何
か
に
使
え
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
聞
く
と
、
実
際
に
ス
タ
ジ
オ
利
用
は

あ
っ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
ア
イ
ド
ル
・

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
、
い
く
つ
か
の
映
像
作

品
で
使
わ
れ
て
い
る
と
か
。
そ
う
し
た
対
外

活
動
も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

自
分
の
住
ま
い
は
、
首
都
圏
外
郭
放
水
路

か
ら
離
れ
て
い
ま
す
。
け
ど
、
都
心
で
働
い

て
い
る
限
り
、
知
ら
な
い
間
に
恩
恵
を
受
け

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
、こ
ん
な
に
大
き
な
仕
組
み
が
あ
っ
て
、

暮
ら
し
が
守
ら
れ
て
い
る
。
改
め
て
、
自
分

は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
小
さ
い
存

在
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。（
談
）

今
回
の
見
学
を
す
る
前
は
、
首
都
圏
外
郭

放
水
路
の
存
在
を
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、
見
学
の
最
初
に
解
説
を
聞
き
、

「
あ
ふ
れ
た
川
の
水
を
こ
っ
ち
の
川
に
地
下

で
つ
な
い
で
解
決
し
よ
う
」
と
い
う
発
想
に

驚
き
ま
し
た
。
も
の
す
ご
く
広
い
エ
リ
ア
、

し
か
も
地
下
に
。
自
分
な
ら
、
も
し
思
い
つ

い
て
も
無
理
だ
と
考
え
る
で
し
ょ
う
ね
。
日

本
の
治
水
技
術
の
凄
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

説
明
が
終
わ
る
と
地
下
の
調
圧
水
槽
に
向

か
い
ま
し
た
。
階
段
か
ら
冷
た
い
空
気
が

昇
っ
て
く
る
、
基
地
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
テ

ン
シ
ョ
ン
上
が
り
ま
し
た
。

調
圧
水
槽
は
と
に
か
く
広
く
て
、
高
い
。

見
学
エ
リ
ア
の
足
元
は
き
れ
い
で
す
が
、
奥

に
は
放
水
後
に
残
っ
た
泥
が
あ
り
ま
し
た
。

見
学
者
の
入
る
エ
リ
ア
は
、
見
学
会
の
前
に

調圧水槽
首都圏外郭放水路見学会の目玉。高
さ18m、サッカーグラウンドほどの広
さに、重さ500tの柱が59本並ぶ。
「地下の神殿」のような迫力。

立坑
底面からの高さは約
70m。底部の側面に
トンネルが見える。

世
界
最
大
級
の
ス
ケ
ー
ル
で
注
目
を
集
め
、

申
し
込
み
は
い
つ
も
満
員
の「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
」見
学
会
。

今
回
は
、コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
竹
田
芳
幸
さ
ん
に
、

体
験
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

首
都
圏
外
郭
放
水
路

ゲ
ス
ト  

竹
田
芳
幸
さ
ん（
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

首都圏外郭放水路
（埼玉県）
　あふれそうになった近隣河川の洪
水を地下に取り込み、地下50mを貫
く、直径10m、総延長6.3kmのトン
ネルを通じて江戸川に流す「地下の
人工河川」。川の氾濫を防ぐために
つくられた。近隣河川が増水すると
巨大な立坑に水が流入。流れ込んだ
水は見学コースでもある「調圧水槽」
に一時的に貯水され、江戸川へ放水
される。
　通常の見学は約1時間。基本説
明、紹介ビデオの鑑賞、模型を使っ
た説明、調圧水槽、操作室を見学で
きる。毎年11月には特別見学会が
開かれ、ジェットエンジンを改造した
14000馬力のポンプ室も見ること
ができる。

竹田芳幸
（たけだ・よしゆき）
株式会社POOL（プール）コピー
ライター。法政大学経済学部卒。
京王エージェンシー、goen、゚浪漫
堂を経て2012年よりPOOL所
属。WEBマガジン“マチノコト”クリ
エイティブディレクター。NPO法人
シブヤ大学授業コーディネーター。
2014年に東京コピーライターズク
ラブの新人賞受賞。

首都圏外郭放水路 見学会の詳細はこちら
http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/gaikaku/kengaku/




